明月記の客星出現の記録を海外に紹介した日本人－射場保昭氏について

竹本　修三（京都大学名誉教授）
国際高等研究所のプロジェクト研究「天地人－三才の世界」の研究会で、『明月記』の超新星を含む客星出現の記録を英文で報告したのは誰だったのであろうか？ということが話題になった。そこで、文献等を調べた結果、この記録を英文で紹介したのは、神戸在住のアマチュア天文家の射場保昭（いば　やすあき）氏であることがわかった。

射場氏は、"Popular Astronomy"という米国の天文学雑誌に"Fragmentary notes on astronomy in Japan"（日本の天文学に関する断片的なノート）と題する一連の報告を1934年から1938年にかけて4編寄稿している。このうち、1934年の最初の報告（第42巻243-251頁）の最後のページ（251頁）にAncient Records of Novae (Strange Stars)と題して、以下のような藤原定家（1162-1241）の『明月記』についての記載がある。
［新星（見知らぬ星）の昔の記録］(筆者注：平安から鎌倉時代の）貴族であった藤原定家の実際の日記である『明月記』は、この方面の有益な参考資料を提供している。1230年に新星の出現があった。これが、過去に観察された見知らぬ星のリストを彼がまとめる動機になったと思われる。
明月記に含まれている記録によれば、西暦877、891、930、1006、1054、1166、1181年に見知らぬ星が現れた。(これが全てではない。) 
上記のなかで4番目の1006年4月2日に現れたものは非常に明るかったので、人々はなんの苦もなくそれを見ることができた。それは半月のようであった。神田 茂 氏によると、この見知らぬ星が現れた星座はオオカミ座であり、中国では10年間にわたって観測されたという。毎年11月の夜明けに東方で目撃され、8月には南西の地平線の下に隠れたという事実が明らかにされた。

1054年のものは、おうし座ζ星付近に現れ、木星と同じくらいに明るかった。

射場氏が上記の英文報告をまとめるに至った経緯については、｢日本アマチュア天文史｣(恒星社厚生閣)の第10章「変光星・新星」(佐久間精一)の186ページに次のような説明がある。

神田茂が日本の天文古記録を調べて『日本天文史料』を刊行したのが1935年であるが、神田の了解を得て日本の天文資料の概要をアメリカに紹介したのは、神戸在住のアマチュア天文家射場保昭であった。このうち明月記（藤原定家著）に記された、客星出現例の「天喜二年四月中旬以後、丑時客星觜参度、見東方、荸天関星、大如歳星」が1054年の超新星とかに星雲を結びつける有力な証拠となった。中国の客星の記事は、位置は割に詳しく記されているが、光度の記録を欠く場合が多い。射場の記事の「大きさ歳星の如し」を注目したのはMayallであった。現在天文学の研究対象の花型になっているかに星雲に専門家の目を向けるきっかけを作った射場氏の投稿の意義は大きい。
ここに述べられている神田 茂 氏（1894-1974）は、1920年東京帝国大学理学部天文学科を卒業後、東京天文台（後の国立天文台）に勤務し、主に理科年表の編纂等に従事した。1943年に退官したのち、その2年後に日本天文研究会を結成し、アマチュア天文家の指導にあたった。日本の天文古記録を調べていた神田 茂 氏は、1934年に「日本天文史料綜覧」、1935年に「日本天文史料」を恒星社から出版したが、彼の了解を得て、射場氏がその概要を米国の雑誌に発表した。
この射場氏の英文の報告に着目したのが米国のNicholas Ulrich Mayall（1906-1993）とオランダのJan Hendrik Oort（1900-1992）であり、『明月記』に記載された“後冷泉院天喜二年（1054）四月中旬以後客星が現われ、大なること歳星（木星）のごとくであった”の英訳を読み、輝度や輝きの継続期間からみて、この客星は、かに星雲で爆発した超新星であろうと考えた論文を連名で1942年にPublications of the Astronomical Society of the Pacific（第54巻, 95-104頁）に発表した。この論文にIba（1934）の報告が引用されている。
オールト(Oort) 博士は、1987年の第3回京都賞・基礎科学部門の受賞者であるが、その受賞理由は、「銀河の構造及びその力学的特性の解明による天文学への多大な貢献」であった。オールト博士の顕著な業績の1つに超新星残骸の星雲についての研究があるが、オールト博士は、その研究のきっかけとなった『明月記』の実物を見たいということで、1987年に京都賞受賞のため来日した際に、京都賞選考委員であった佐藤文隆京都大学教授（当時）の案内で同年11月11日に冷泉家を訪問している。オールト夫妻は、小葉田 淳・京都大学名誉教授の説明で、冷泉家時雨亭文庫の『明月記』に残された1230年11月8日付の定家の自筆に接している（写真１）。1987年は、肉眼で観測された超新星としてはSN 1604（ケプラーの超新星）以来、ほぼ300年ぶりに超新星SN1987が2月23日に現れて、みんなの興味が超新星に集まった年であった。
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写真１　明月記の実物に見入るオールト博士夫妻（佐藤文隆京大名誉教授提供）。
射場保昭氏の生年、没年、職業等は不明であるが、わが国のアマチュア天文家の草分けの一人であり、1930年代に和文や英文の天文学に関する多数の報告を執筆していたほか、当時としては非常に珍しい高価な天体望遠鏡も所有しておられたようで、1931年には"Popular Astronomy" 誌に“Amateur Astronomy and Telescope Making in Japan”と題する報告を寄せている。なお、射場氏所有のリンスコット製の反射望遠鏡（口径31cm・1930年）は、1947年に東京天文台に移管されたとの記録がある（日本貿易博覧会望遠鏡の絵葉書：http://www.h5.dion.ne.jp/~iruka-fu/D010/boueki-haku.htm）。
また、天文名所旧跡（http://www.f-space.co.jp/~kojima/top/tenmon/siseki1.htm）のなかのNo.55に「射場天体観測所跡」神戸市須磨区大手町5－1という記載がある。ここに射場氏の屋敷があったのであろう。射場氏と親交のあった川崎車輌勤務の福井実信氏 （1916-2009）が戦後にこの場所を訪れたとき、屋敷跡は会社の女子社員寮に変わっており、すでに機械類もなく、射場氏の消息もわからなくなっていたとのことである。
このほか、射場氏に関する情報として、鳥取市・佐治天文台の香西洋樹台長のホームページ（http://www.saji.city.tottori.lg.jp/saji103/tayori/tayori189/seminar.htm）に以下のような興味深い記載がある。そこには、『日本の天文アマチュアの活躍（Ⅵ）天体写真の先駆け』と題して、香西氏が東京天文台に在職していた頃、同天文台に「射場観測所」のラベルが貼られた貴重な星図があり、この星図の前の持ち主が神戸在住のアマチュア天体写真家・射場保昭氏であったと述べられている。東京天文台は1945年に火災に遭い、資料の多くを焼失し、この資料を補うためにアマチュアの方々の応援を依頼したが、その中にこの射場氏の星図が含まれていたという。この星図と、当時最も活躍していたブラッシャー天体写真儀で撮影した写真乾板のスケールが殆ど同じだったことから、この射場氏寄贈の星図は、小惑星などの検出に大いに役立ったとのことである。

射場氏は、資産家であり、立派な英語を身につけておられて、天文月報（第27巻第8号, 1934年）に掲載された望遠鏡購入の注文書の例文は、格調高いキングス・イングリッシュで書かれている。また、英国人のエンスリーイ及びウォーターと反射望遠鏡と屈折望遠鏡の優劣について論争するなど、アマチュアの域を超えて天文学の発展に尽くした偉大な先駆者であった。
（追記）

1920年（大正9年）10月に京都帝国大学の花山天文台に勤務していた山本 一清 助教授（当時）らは、「天文同好会」（後に「東亞天文協会」と改称、現在は「東亜天文学会」）を立ち上げ、機関誌「天界」を刊行した。その創刊号(1920年11月号)に、冷泉為系伯爵（1881-1946）が「所感」として次の短歌を寄せている。
見れと猶わかぬみそらのことわりをさとせる文のいさをたかしも

冷泉家は天文学に深い理解があり、山本一清助教授は天文学の普及のために国内で幅広い活動を続けていたので、冷泉為系伯爵と山本一清助教授との接点も当然あったのであろう。
「天文同好会」及び「天界」を支えた有力なメンバーの一人に花山天文台の中村 要 氏がいた。中村氏は、1922年頃から反射鏡面の研磨法を習得し、「中村鏡」とよばれる優れた望遠鏡用レンズを作ったが、1932年（昭和7年）に28歳の若さで急逝された。射場保昭氏は、この中村要氏が作った18cm屈折望遠鏡を所有していた。このような関係から、射場氏は、中村氏の追悼号である1932年12月発行の「天界」第12巻、第140号に “REMINISCENCE OF A YOUNG OPTICIAN, Late Mr. Kaname Nakamura”と題する心のこもった英文の追想文を寄せている。

また、この追悼号には、花山天文台の山本一清台長に宛てた射場氏の和文の弔辞も掲載されている。そのなかに「中村氏が亡くなられた当時、療養のため伊豆に滞在していたため、葬儀に参列できずに申し訳ない」と述べられている。この弔辞から射場氏が1932年には病気療養中であったとのことがわかった。
1930年代の射場氏の活躍には瞠目すべきものがあるが、射場氏は余命がそう長くないかも知れないという思いから、仕事の取りまとめを急いだのではないかとも推測される。いずれにせよ、射場氏の天文学発展への寄与は、もっと評価されてよいのではないかと筆者は考える。
本稿をまとめるにあたり、京都大学大学院理学研究科附属天文台の柴田一成教授、佐藤文隆京都大学名誉教授、舞原俊憲京都大学名誉教授に多くのご教示をいただいた。ここに、厚く御礼を申し上げる。
